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◇表紙写真説明◇

鬼怒川堤防緊急復旧工事
写真提供：鹿島建設㈱

平成 27 年 9 月の関東・東北豪雨により決壊した鬼怒川堤防（左岸 21 k 付近）では，氾濫流による基
礎地盤の洗堀により生じた落堀など，凹凸の多い不均一な基面に新たな堤防を構築すると不等沈下など
が発生する恐れがあった。そこで，本復旧工事では堤防基面の整形を行い，地盤が均一となるよう良質
な盛土材に置き換えることで不等沈下などの発生を抑制した。
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